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　昨年７月「改正健康増進法」が成
立。今年７月より病院は全面禁煙と
なります。敷地内も禁煙です。町立北
宇和病院も数年前より院内は禁煙
で、屋外もバス停や夜間出入り口を
段階的に禁煙としてまいりました
が、今回、法律での全面禁煙の決定を
受けて、屋外に２カ所設けていた喫
煙コーナーは、令和元年６月28日で
撤去いたします。ご理解とご協力を
お願いします。
　なお、敷地内禁煙は「加熱式たば
こ」いわゆる「電子たばこ」も対象と
なります。また、病院の駐車場に駐め
てある自分の車の中で喫煙すること
も禁止となります。ご注意ください。
　喫煙者の方には厳しい法律です
が、良い機会と前向きに捉え、禁煙を
目指されてはいかがでしょうか。東
京オリンピックまでに、受動喫煙防
止対策が整い、良い環境で世界中の
方々をお迎えできると良いですね。
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　いちごの甘酸っぱい良い香りが広
がるあかまつ農園。平成30年度全国
優良経営体表彰の中の販売革新部門
において、赤松拓也さんが代表を務
めるあかまつ農園が農林水産省経営
局長賞を受賞しました。思わぬ受賞
に赤松さんは驚きを隠せません。
　「自分で何かを作って評価される仕
事の方が向いているのではないか」
と考えた赤松さんは、システムエン
ジニアから転身して平成24年にＵタ
ーン就農。農業のノウハウは両親の

背中から学び、販路開拓や経営規模
拡大など、「農業＋α」をテーマに掲
げ、さまざまなことに挑戦していま
す。近年では、まだ食べられるのに
廃棄していたいちごを養殖魚のエサ
にするなどの、廃棄ロス低減対策に
も取り組んでいます。
　昼夜問わず多忙な毎日を過ごす赤
松さん。「休みの日があまりない」と
話しますが、「やりたいこと＝仕事。
大変だけど達成感があるから、日々
充実している」と、その表情には心
から農業に携われる喜びがあふれて
いました。
　「さまざまな業種の人と関わりなが
ら、自分が作った物をＰＲ，発信し
ていくのが面白い」と笑みを浮かべ
る赤松さん。「農業と聞くと、種をま
いて、収穫して、出荷して終わりと
思いがち。しかし、生産したものを、
自分の得意分野や好きなこととつな
げて発信していくこともできるのが
農業。それにより、農業の表現の幅
が広がり、仕事の価値も高まる。そ
れが農業の魅力」と話し、「自分が先
頭に立って、農業は生産するだけで
なく、発信することも楽しいという
姿を見せ、子どもたちが憧れる職業
にしていきたい」と、優しく微笑みな
がらも強い信念を持つ姿がありました。

赤松　拓也さん
あかまつ　　 たく や


